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　当別町在住で、北海道医療大学
で教鞭をとりながら北海道合気道
連盟の理事長も勤める佐藤圭史さ
んにお話を聞きました。

日本らしい武道をやりたい日本らしい武道をやりたい

ここに書ききれないエピソードや写真は
当別町ホームページ「現在を活きる＋

プラス
」

でご覧ください。

武家文化に端を発する武家文化に端を発する
武道・武術を町の特色に武道・武術を町の特色に 佐藤 圭史佐藤 圭史  さんさん

　大学の新入生歓迎会で、相手を
くるくると回している合気道の演
武を見て、変わった武道だなと
思ったのが第一印象でした。当時、
日本らしい武道をやりたいと考え
ていたのと、合気道は大学・社会
人から始める人が多く、取り掛か
る敷居が低いと思ったので始めま
した。合気道は年配の人がゆっく
り技をかけている印象が強いよう
ですが、実際は動きがダイナミッ
クで、最低限の力で効果的に技を
かけるのが特徴です。また、畳上
での昔の生活様式を想定し、正座
から技をかける座技があります。
徒手だけではなく、杖・太刀・短
刀などの武器を使った稽古もあり
ます。

北海道合気道連盟理事長として北海道合気道連盟理事長として

　合気道は世界約 140 カ国に広
がり、小さな市でも道場がありま
す。国際交流や研究の関係で海外

出張する際、仕事後に、現地の道
場での稽古に飛び入り参加するこ
とがあります。そこでは、日本人
の有段者ということでとても歓迎
されました。また、知らない言語
の国を訪れても、合気道を通じて
現地の人とコミュニケーションを
取り、友達をつくることができま
した。日本人で日本の武道を習得
していることは、海外で活躍する
大きなメリットになると思います。

合気道の演武の様子

　昨年 6 月に北海道合気道連盟
理事長に就任しました。ベテラン
の方が執行部に多かったのです
が、若手への世代交代が求められ
る中、お声がけいただきました。
コロナ禍の影響で接触スポーツ・
武道への意識、関心が下がってい
ます。女性やご年配の方、子供た
ちも含め合気道の層を厚くするた
めにも、連盟活動に尽力していき
たいです。

世界に広がる合気道世界に広がる合気道

　１つ目はコロナ禍で減少した合
気道を含む武道やスポーツの競技
人口を、セミナーや体験会を通じ

 け い じ け い じ

　毎年１月から 3 月末の毎
週日曜日 15 時から 16 時に、
当別町総合体育館で稽古をし
ています。また、毎週月曜日
17 時 15 分 か ら 18 時 30
分に、北海道医療大学の武道
場で医療大生に対して稽古を
しています。興味のある方は
ぜひ、お越しください。

将来の３つの目標将来の３つの目標

て回復させることです。
　２つ目は、中学校の武道教育カ
リキュラムに合気道の採用校を増
やすことです。合気道はジャージ
があれば練習することができる手
軽さと、しっかりと受け身の練習
をするので怪我をしにくいメリッ
トがあります。
　３つ目は、地域発展の一環とし
て、武家文化に端を発する合気道
などの武道・武術を当別町の特色
にすることです。当別町は士族が
入植してできた町として、伝統的
なものを強調することができるの
で、それを推し進めるようなこと
を担えればと思っています。
　日本と海外、教育と地域、過去
と現在、そして未来を結びつける
一助になれば嬉しいです。


